
地域医療懇談会での質疑応答（概要）

開催場所 質問者 分類 質問事項 回答者 回答

星野 質問者１
病院運営

（経営形態）

企業団の企業長は、企業経営という観点から経営面に精通した民間的発想を持つ専門

的な人材の方がなるべきで、病院運営に責任を持つ院長と役割分担が必要ではない

か。また、独立行政法人化の考え方については、もう少し議論していただきたい課題

だと思っている。

企業長

事業管理者が医師ではなく、経営のエキスパートの方がされている公立病院は他施設

で事例があるようですが、全てがうまくいっている訳ではないけれども、うまくいっ

ているところもある。それは1つの考え方としてはありうると思っています。

また、企業団の仕組みが、果たして効率的な運営で1番いいかどうか、例えば、大牟

田市立病院、筑後市立病院は独立行政法人になって、意思決定がかなりスムーズに

なっているところもあると聞いている。大きな視点として、独立行政法人化すること

は、今後の再整備計画とは別に考えないといけないと思っています。独立行政法人の

考え方については、今度のあり方検討委員会の中で、議題になると思います。

星野 質問者２
再整備計画

（収支計画）

概算費用が247億とのことですが、起債償還の利子分を加えた総額はいくらになるの

か。また、追補版の表47 事業収支シミュレーションの結果概要（P166）の前提条件

に間違いはないのか。 事務局長

追補版の作成は、令和6年7月から検討を開始し、令和7年2月末に取りまとめています

ので、財務データは令和5年度決算をもとに作成しています。従って、令和6年度決算

に基づく財務データが収支計画の一部（累積資金余剰など）に反映出来ていません。

今後予定する、あり方検討委員会でこの収支計画については、最新データを反映し

て、今一度見直していくという作業は必要だと考えています。

星野 質問者３
再整備計画

（移転）

今まで1番不信に思っていたのが場所の問題です。みどりの杜病院の付近ありきで検

討が進められている。八女東部なり、八女市の中心部とすれば、山内付近が1番適して

いると思います。もう当然場所が決まったような形が、この公立病院に対しての不信

感の1番大きい問題だと思います。出来ればこの問題は白紙に戻していただきたい。

ただし、筑後市立病院との統合という形になれば、やはり西の方に行かざるを得ない

のかなとも思う。しかしながら筑後市立病院との統合というのはまだ白紙の状態で

す。今からの検討をよろしくお願いしたい。

八女市長

この場所について、なぜ色んな噂話が広がったのかというところは、分からないとい

うのが正直なところです。今後も色んな関係者の話を聞きながら、そこは出来る限り

明確にしたいと思いますが、今後の話という意味では、現在の市政の体制において、

何か不可解な意思決定が行われることは100％ないと。そこは断言出来るところであ

ります。

今後の病院の場所については、現時点の追補版の中では、今のみどりの杜病院のとこ

ろが第1候補ということです。そこは、今後筑後市との議論がどれだけ進むかという

ところがまさに肝だと思います。今後は市が前面にたって、この場所の議論というも

のもしっかり、もちろん経営の観点も入れながら進めていきたいと思います。

星野 質問者４
再整備計画

（全般）

地域医療懇談会は開催する地域によって公立病院に対するあり方とか考え方は変わっ

てくるものと思います。場所のことについてご意見があっていましたが、出来るだけ

近いところにというのは、やはり切実に公立病院を存続してほしいと。救急医療体制

に心配がないようにということの裏返しだと思っています。

いろんな批判があったとしても、今度のコロナのことでわかったように、コロナが蔓

延すると公立病院に集中してしまう。災害とか救急医療に関しては、公立病院はもう

絶対必要だと思う。令和9年度までの財政支援策はもう差し迫っていて、僕は最後の

チャンスじゃないかと思う。経営に対しては、色んな思いがあるし、心配もある。だ

けどそれを考えて何か先には進めないとか。私は医者をしているということは別にし

て、八女東部の1人の人間として、公立病院は絶対必要だと思ってますので、皆さん

頑張って推し進めていただければと思います。ぜひ頑張って下さい。

企業長

先生も星野村で孤軍奮闘されているということはよく承知しています。そういう意味

で、この地域で長年すごい責任感をもたれて働かれている先生にそういうふうに励ま

しの言葉をいただくというのは、何よりも私たちの力になります。

今の状況としては、久留米大学、医師会、八女市、広川町、筑後市、悪くはないと思

うんですよね。ですから更によくみなさんに説明をして、出来るだけ納得していただ

く形で再整備計画を進めたいと思っています。
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開催場所 質問者 分類 質問事項 回答者 回答

企業長

元々大切な事だと思っています。民間病院の経営努力や、患者さん中心のサービス充

実など、民間に学ばなければいけないことはあると思います。

当院であまりいい思いをしなかった方からの意見があることは承知していますが、院

長回診をしてみますと、「病気が良くなった」、「職員はいい人ばっかり」という方

も多いんですよね。しかしそれでもやっぱりそういう意見があるという事は、常に変

わっていかないといけないと強く思っています。そのためには新しい病院が出来れば

それでいいということではなく、新しい病院になっても中の人が変わらないと、また

同じじゃないかなというような危機感は強く持っています。その言葉は大切に考えて

いきたいと思っています。

副企業長

八女・広川にある民間病院は非常にいい病院なんですけど、民間病院が行っていない

治療として、1分1秒を争う急性期の心筋梗塞の治療とか、脳卒中治療とか、そういう

治療に関して当院は体制を強化しておりますので、そういう意味では連携や分担が出

来る状況にあると思います。

地域の病院連携も非常に大事だと思いました。多分、地域の診療所は、「何かあった

ら公立病院に」っていうふうに紹介されるんだと思いますけども、それは大事な役割

じゃないかと思いますのでよろしくお願いします。

企業長

筑後市立病院とだけではなく、八女・広川には民間の病院がありますので、どのよう

に協力していくのか機能分化をしていくのかは非常に大切な事だと思っていますの

で、今後話合いをしたいと思っています。

上陽 質問者２
再整備計画

（全般）

八女消防本部の救急車の総搬送人員の41.9％が公立病院に搬送をされております。ま

た、前回懇談会に参加し、企業長の熱心な説明、参加者との質疑を聞き、そして知り

合いの医師の話を聞いた中で、これはなくてはならない病院ということをつくづく感

じました。それで例えば赤字になっても、やはり市の方で何とか負担をしていただい

て、継続をしていただきたい。

場所の問題については、ヘリポートが追加されるということである程度の改善は可能

だろうと思うし、1番の問題だった多床室の問題を、今度の施設では個室のみという

計画ですので、解消が出来るなと。広川にある病院には個室が多くあって、面会が自

由なのが良いところだというような話を聞いております。今回の計画を読むと、やっ

ぱり先を見た計画が作られており、早急にやっていただきたい。私はそういう気持ち

でおります。

企業長

赴任してすぐに脳卒中の患者さんが救急車でどこに運ばれているかというのを八女消

防本部に調べていただいた。そしたら、やはり3割ぐらいは久留米に行っている。特

に広川の方は久留米に行く方が多いのがはっきりしています。色んな事情があって公

立病院に搬送せず久留米に送ったりする例もあるようですが、やっぱり心臓と脳に関

しては、住み慣れた地域で治療が完結するために、再整備計画は必要じゃないかとい

うことです。八女消防本部から約41％が公立病院に来ているというお話ですけど、

ちょっと前は5割とかそういう数字だったんですね。下がっているんですね。そこの

原因は何かというところです。貴重な事を調べていただきましてありがとうございま

す。参考にさせていただきます。

企業長

2040年に向けた新しい地域医療構想が今議論されています。今までは病床機能ごとの

病床数をどうするのかといったことが中心でしたが、今後は病院だけではなく、介

護、在宅などとの連携が大切だというのがポイントだと思います。ですから、病床数

をどうするのかも大切ですが、もっと大切なのは、病院と診療所あるいは介護施設、

在宅との連携が大切になると思います。

副企業長

ロボット支援手術やチーム医療を実践できるのかということに対しては、現在も臨床

工学技士、理学療法士、管理栄養士などが在籍しており、今後の医療技術の進展等に

対しても十分に対応していけると考えています。

上陽 質問者１ 地域医療

久留米の民間病院に1週間ぐらい入院しましたが、看護師さん、お医者さん、病院の

システムにしても、民間でされている事が結構すごいなと感じました。加えて、看護

師養成もされているみたいで、非常に安心して治療を受けて満足しました。これから

の公立病院の課題は経営がどうなるのか。八女と広川の民間病院は頑張ってあると思

います。公立病院が今計画してあることは大事な事だと思いますけど、民間病院のこ

とをどういうふうに考えてあるのかなと思いましたので質問します。

上陽 質問者３
再整備計画

（全般）

医療格差をなくすために、カテーテル検査機器を既に導入されている。さらに新病院

では、ロボット支援手術（ダ・ヴィンチ）を取り入れられる予定になってます。この

ような高度な機器の導入に対する医師確保計画は示されているが、専門性の高い看護

師、臨床工学技士、検査技師、栄養士など数多くの職種の方が1つのチームとなって

対処していかなくてはならず、医師以外の職種の確保が出来るんだろうかなというふ

うに思っております。

それから、今の建て替え案が、地域医療構想、国の方針だと思いますから、単独でも

進めていくのであればですね、そういう国の方針に逆行するようなことになりはしな

いかと私自身は捉えたんですけれどもいかがでしょうか。
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開催場所 質問者 分類 質問事項 回答者 回答

矢部 質問者１
再整備計画

（移転）

矢部には一人暮らしの年寄りが多く、そういった方々はおそらく車の免許も持ってい

ませんし、デマンド交通を利用して、公立病院に行くには、最大4回もバスを乗り換え

なければならない、この過程が、高齢者にとってはものすごく苦痛なんですよ。です

からやはり、地域医療を考えた時に、公共交通としてのあり方、これ合わせて考えて

もらわないといかんのに、バラバラなんですね。そしてまた今ご説明があったよう

に、再整備計画では病院がますます離れていくという現実がある。これはもう仕方な

いかもしれません。800人しか人口はおりませんけれども、意識としてはやっぱりみ

なさんの根底に病院は公立病院だということが根付いている以上は、しっかり良くな

していかやんのに、どんどん離れていっている現実があるわけです。

以前の企業長さんと話した時にこういった今後の問題もあるから、きちっと地域に

入って、集落に入って公民館の中で、膝を突き合わせてやってきますということでし

たので、じゃあ頑張ってくださいって言ったんですけれども、立ち消えになったとい

う経緯がございます。やはり遠くなることが、私一番心配なんですが、その辺につい

てどんなふうに思ったらいいでしょうか。

企業長

確かに病院の機能とか、医師の診療体制の充実とかですね、そっちの方ばっかり目を

向けて、じゃあ病院にいかに負担が少なく辿り着けるのかという質問だと思うんです

ね、大事なことだと思います。この再整備計画は、病院や医師の派遣とか、どういっ

た姿とは別に、交通アクセスについても、病院に受診していただくという意味で、高

齢者や車をお持ちでない方々の利便性についても、当然よく考えていかなければいけ

ないことだと思います。非常に大切な事を教えていただいたと思います。

矢部 質問者２
再整備計画

（全般）

私達一般人には、特に高齢者には、政治的なところ、財政的なところは難しいので、

大きなところはお任せしますが、もし身近に病院があれば、信頼出来る病院であれ

ば、受診率はもうちょっと増えるんじゃないかと思います。身近な例では、薬をもら

うだけで半日かかるとか、そういうのが少しでも改善すると地域に信頼される。そう

いう病院が大事じゃないかと思いますし、構想面では何らかの行政支援が必要だと思

います。

病院の場所に関しては遠くても例えば、あそこの病院にいったら専門的治療が受けら

れるのであれば、患者さんは東京にでも行こうかとなるかもしれません。やっぱり命

は大切ですので。そういった事で今度の公立病院には、専門的な先生もおられる、機

械もあるから、あそこに行けば大丈夫と思ってもらえるよう、今後頑張っていただけ

ればありがたいなと思っております。山間部のためにもぜひよろしくお願いします。

副企業長

待ち時間の件については、多くの患者さんからご意見いただいている課題のひとつと

認識しています。患者さんが来院されてから診療及び会計終了まで、どのくらいの時

間を要したのかの調査を定期的に行って改善に努めています。今後も待ち時間を減ら

す取り組みを継続していきます。

矢部 質問者３
再整備計画

（全般）

私の耳に入る評判はあまりよくないんですよね。だから信頼を回復するためにもです

ね、こういった懇談会だったり、色んな意見を聞きながらしていく事がものすごく大

事だろうと思います。先程説明の中にありましたように、病院が向こうに離れるとい

うことになりますとね、やはりどうかなというように思いますけれども。例えば、月

1回とかですね、公立病院からの1日診療とかで地域に入って、医師を派遣して、簡単

な血圧測定や健康診断を公立病院がやっていくっていうことが、私は地域貢献じゃな

いかなというふうに思ってるんですよね。そういうものを出しながら、こういう話を

進めないと、苦しいからとにかく建てますよじゃどうかなと思います。

企業長

福岡県には8か所の医師少数スポットがあって、八女では矢部と辺春が該当していま

す。例えば矢部診療所には自治医大の先生が派遣されていますけれど、そういうとこ

ろを出来ればですね、公立病院が派遣するということ、あるいは地域で1人の先生が

頑張っておられるところに公立病院が支援するとかは考えていいんじゃないかと思い

ます。ですから危機になった時というのは、正直そういうことを含んでいて、そこに

は採算は度外視するということだと思います。経営を立て直すことは大事ですが、1

番大切なところは信頼ですね、そういうことを具体的に考えていかないといけないと

思います。今、へき地医療に行っていますけど、それだけではなくて、実質的に地域

医療の役目を負うことは、当然考えていくべきことと思っています。ありがとうござ

いました。
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開催場所 質問者 分類 質問事項 回答者 回答

企業長

確かに久留米や福岡に行かれている方もいらっしゃると思いますが、やはり八女、こ

こから遠いかもしれませんが、そこにちゃんとした病院が出来れば、治療だけではな

く、家族のお見舞いとか含めてですね、負担が少なく出来ると思います。アクセス面

にも配慮した再整備計画を進めていきたいと思います。

副企業長

20年前と比べると、常勤医の医師の数がやはり20人近く減っています。この間、麻酔

科、呼吸器内科、産婦人科、消化器内科の常勤医が不在になって、その後派遣再開さ

れた科もありますが、そういう事も含めて、診療体制の不備とかがあって、住民の信

頼に応えきれていない現状があると思っています。医師の充足に関しては、久留米大

学から再整備計画を含めて応援するとの約束をいただいているので、きちんと充足出

来るのかなと思います。

矢部 質問者５
再整備計画

（全般）

公立病院と地域の開業医との連携が、ちょっと心配なところがあるとずっとは思って

いました。地域にはやはりこの八女・筑後地区で、連携が出来ればそれが１番いいと

いうふうに思います。ぜひともそういう意味で新しい病院作っていただいて、私達は

もう医療体制を充実させて、前に進めてもらうことに対しては絶対お願いしたいこと

でございましてですね、どこにいようが、きちっとした病院が出来ればですね、少々

遠かったりしても、アクセスの問題に対処していただければですね。

1番困っている方は自分で車の運転が出来ない方なんですよね。自分で運転出来る方は

ですね、それなりに対応出来ますから。それでプランを進めてぜひとも良い病院にな

るように頑張っていただきたいと思います。私達は、病院にかかられんようになった

時は、公立八女総合病院に行かないかん、というふうに基本的には思ってますから、

ぜひとも頑張っていただくようにお願いしたいと思います。

企業長

久留米大学からは、去年の10月、公立病院の再整備計画には全面的に協力するという

賛同の文書をいただいています。公立病院に行きたくないという方は多いというふう

に、よくご意見をお聞きしますけれども、院長回診の時に、入院されている方へ「不

満はありませんか。」というのこと聞くんですけど、その時は、「ここに来てよかっ

た」と皆さん言ってもらいます。そういう方も実際多くいるわけですね。何といって

も、地元の医師会の先生達とのコミュニケーションは非常に大切で、その中でも、民

間病院の先生方と話し合いをして、この再整備計画についてもお話をするのは大切だ

と思っています。

矢部 質問者４
再整備計画

（全般）

公立病院が新しい病院を作るとか、統合とか、初めて聞きます。赤字ということも含

めて、こういう切羽詰まっているという事は、全然知りませんでした。

私は新しい病院を作るのは良い事だと思います。若干西の方に移動しても、きちっと

した医療体制整えていれば、患者さんは来ると思うので、新しい病院構想があるな

ら、そういう医療、先生の充実、きちっと診てもらえて対応してもらえる、私はいい

かなと思います。だから矢部村からも久留米行ったり、福岡行って、そういう方もい

らっしゃるので、きちっとした先生の確保をしてもらえれば、私はいいかなと思って

います。大変だろうと思いますけど、頑張ってください。
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開催場所 質問者 分類 質問事項 回答者 回答

事務局長

今回の再整備計画につきましては、企業団が主体となって、総務省から病院事業債で

お金を借りて病院建設を行い、その後の病院の経営の中で得た収益から借金を返して

いくという計画になっています。交付税措置を活用するということで、通常よりも有

利な形での返済が可能な計画であり、企業団を構成する八女市、広川町からのいわゆ

る一般財源への影響を最小限に抑える計画としていたしておりますので、ぜひご理解

をいただきたいというふうに思っております。

場所の問題につきましては、今回の基本計画を策定する中で、やはりいろいろな条件

から、現地建て替えは難しいという判断をさせていただいておるところです。その中

でみどりの杜病院周辺での建て替えが1番の候補と挙げさせていただいております

が、今後、あり方検討協議会の中で最終的にはきちんと検討させていただきたいと思

います。

企業長

約250億円という費用は今後の医療需要を考えて、それが本当に適切なのかもう1回考

える必要があると思います。しかし新しくて高機能の病院が出来れば、そこに医療需

要が生まれることもありますから、今よりも医療需要が増えるということも当然考え

ての収支計画というのがあると思いますけれども、本当に今の計画304床というのが

適当かどうか、もう一度、あり方検討委員会で考えなければいけない。その時に、筑

後とどういうふうに機能を分化するか、あるいは一緒になるか、そこまで食い込んで

議論しないと、間違った方向にいかないようにとは思っております。

立花 質問者２
再整備計画

（収支計画）

概要版3ページの折れ線グラフについて、出発点の令和5年度の数字はあっているが、

令和6年度末で余剰金は10億になっていると思うんですけれどもですね。しかし、令

和9年度ではもう13億3,000万ぐらいの余剰金が出るような数字になっているんです

よ。赤字が続いて現金残高が減って、借入金が必要になっているという話を伺ってい

ますから整合性に欠けていると思います。

もう1点、事業費の240億は、今の状況からすると、2割ぐらい上昇して300億程度の事

業費になるんじゃないかというふうに思います。一部事務組合の関係でありますか

ら、もし万が一破綻するとするならば、当然八女市民と広川町民で負担をしなきゃな

らないという形になりますけれども、筑後市の市立病院との関係をしっかり精査し

て、お互い将来同じ方向へ行くようになるならば、私は筑後市民も負担してもらいた

い。八女・筑後医療圏の基幹病院として計画をされておるならば私はそう思います。

ですからそういう話し合いを事前にやっていただいて、それでやったけど全く駄目

だったら、これを取り消した案を出していただきたいと思います。

企業長

久留米大学は医師派遣をすることを決めていますので、今のままの赤字が続くとは

思っていません。ほとんどの公立病院は大学病院からの医師派遣がどんどん減って、

非常に窮地に陥っています。しかし、久留米大学15ぐらい医師派遣する病院があるん

ですが、その中で八女と大牟田市立病院の2つは大切な病院だから、地域のためにも

大学が責任持って医師を出しますよと言っているわけです。ですから、今の状況が今

のまま続くということは、その答えとしてはお粗末ですけれども、そうではないとい

うふうに思っています。また、筑後との関係については、あり方検討協議会において

検討していきたいと思っています。

立花 質問者１
再整備計画

（収支計画）

247億円という移転費用ですが、40％総務省が補助すると広報誌に書いてありまし

た。これは借りる時の話ではなく、返す時の話なのです。247億円はすべて公立病院

が起債するものなんです。公立病院は今お金は全く持ってありませんので、最終的に

は八女市と広川町で被らなならんことになります。247億円の借金であれば、当然市

議会等に諮って行うべきだというふうに思います。

さらに追補版計画を見ましたが、年間7億円ぐらいの借金返済計画を立ててありま

す。多い時には10億円ぐらいなっていますけど、どう考えても無理があります。今は

八女市は5年度末の債務合計が427億円ですから、6年度はもっと増えるだろうと私は

みています。八女市の財政負荷を考えられたらこういう計画は出ない。少なくとも、

駐車場を立体化する等、色々な方策を考えて移転をしない形で整理をされたらどうで

すか。
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開催場所 質問者 分類 質問事項 回答者 回答

企業長

例えばフランスでは、公立病院は赤字を出してもそれは危機のための病院だから、そ

れは国が財政的な負担をするのは当然だと。通常は大体病床稼働率が50％～60％ぐら

いしかありません。いざという時のために公立病院があるんだという考え方でありま

すけど、日本はやはり公立病院であっても黒字を出す努力をしなければならない、そ

れはそうだと思います。しかし、その条件としては、久留米大学や医師会との協力支

援体制を考えると当院を取り巻く環境は悪くはないと思います。とは言ってもやは

り、同じような機能を持った病院が筑後と八女に同じようにやるっていうのは、やっ

ぱり考えないといけないということありますので、それについて今からあり方検討委

員会で話し合うことになると思います。

市としてこの病院の再整備にしっかり関与していく、その中で政策的な支援を講じて

いくというのも当然だと思います。それは今後の再整備計画がどのような形になれ

ど、いち当事者として関わっていくということが大事だと思います。あり方検討会の

中に八女市もしっかりメンバーとして入って、特にこの医療、特にその経営的なとこ

ろ、やはりこの赤字が膨らんでしまって経営があって破綻してしまった場合には、当

然八女市も負担をしないといけない状況になるわけです。政治的に最後は決めないと

いけないというふうにご説明しましたけれども、構成自治体である広川町はもちろ

ん、筑後市を含めての医療の議論でございますので、しっかりそこは首長同士でしっ

かり最後はやはり決めないといけない、政治で決めないといけない。しっかり黒字を

出すためにどういうふうな計画がいいのか。赤字が出てしまったらどこまで許容出来

るのかといったところも、最後は決めの問題でございますし、いくら良い計画を立て

ても当然色んな社会情勢の変化、それから国の医療制度がどうなるか分からない。

また、コロナのような新興感染症もいつ起こるか分からないといったような、この不

確実な状況でございます。そういう中で最後は不確実だから状況が全部固まるまで

待っていては、今後もどんどん赤字幅が広がっていって公立病院の存続が不可能にな

ります。どこかで政治的な決断をしないといけない、これがこの公立病院の再整備計

画だと思いますので、その一方で最終的な決断をするために、当然それは市長の決断

だけではなくて、そのためにこういった懇談会も今回企業団の主宰で開いていただい

てますけれども、市としてももしっかり市民の皆さんの意見を聞きながら、最終的に

少しでも多くの方に納得いただけるよう、これは病院に限らずどういった政策でも、

もう全て100％市民の皆さんに納得いただける政策というのはありませんので、最終

的に1人でも多くの方に支持いただける納得いただける再整備計画が出来るように引

き続きしっかり皆様のご意見を聞きながら最終的には、公立病院のあり方について

しっかり決断をする、それが求められているところかなと思います。

立花 質問者３
再整備計画

（全般）

公立病院は民間の医療機関と違って、不採算の部門、特殊な医療を、例えば新興感

染、コロナ等における事も担っております。そういう役割を担っている公立病院は、

私は必要であると思いますし、民間は採算が取れないことはされません。私達のよう

なところの山間部の地域にとっては唯一の病院であるので、必要不可欠な病院である

と思っています。9割近くの自治体病院は赤字ですが、元々公立病院というのは黒字

になるようなシステムではないと思います。公共性の高い公立病院を持続させるため

には、やはり政策的な支援、特に簑原市長、氷室町長に、そういう政策的な部分で頑

張っていただきたいと思っております。公立病院の再整備については、期限的な問題

も色々出ておりますが、公立病院はぜひ必要と思いますし、最新鋭の病院を作ってい

ただきたいと私は思っています。やはり消化器内科の常勤だけは、ぜひとも早くお願

いしたいなと思います。

八女市長
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開催場所 質問者 分類 質問事項 回答者 回答

広川 質問者１
再整備計画

（全般）

昨今の状況からすると、今の事業費は膨らむ可能性はあるとおっしゃいました。確か

にそうだろうと思います。そうしますと300億というのを、事業費そのものが超える

のはもう間違いないというふうに思います。その部分をもし万が一、公立病院が立ち

行かなくなった場合に、一部事務組合の八女市と広川町で負担をしなくてはいけない

ことになるんではないかと思っております。病院の機能は筑後市を含めたところで検

討してあって、なんで八女市民と広川町民だけで負担をしなくちゃいけないのかとい

う大きな疑念を持っております。

副企業長

10年ほど前に、久留米大学から八女と筑後に医師をこれまでどおり派遣出来ないので

統合が望ましいとの提案があって、当時、当院と筑後市立病院の医師の間では統合し

た方がいいという意見で一致はしていましたが、なかなか前に進まなかった経緯があ

ります。

今後、いい病院を作って、当然その病院を八女市、広川町だけではなく、筑後市、み

やま市、柳川市の患者さんも利用していただいて、将来的に筑後市立病院と経営統合

していくことが理想的な姿だと思います。それに関しては、今後の八女・筑後医療あ

り方検討会で話し合いが持たれるものと理解しています。

広川 質問者２
再整備計画

（施設面）

設置予定のヘリポートはドクターヘリだけの対応ではなく、災害医療にも対応できる

ように、福岡市消防局がもっているような中規模・中型ヘリコプターが離着陸出来る

ようにしてもらいたい。平成24年の水害には長崎、宮崎、鳥取から、途中まででした

けど、京都からも、ヘリが応援に来てたんです。災害対応だけではありません。ドク

ターヘリが足らない時は、中型ヘリでも患者の搬送ができるような、そういう対応が

出来る立派な公立病院を作っていただきたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。

副企業長

災害医療への対応は大切なことと捉えています。ありがとうございます。

広川 質問者３
病院運営

(救急体制）

この地域はやはり高齢者が多い。単独世帯もすごく多いんですね。要するに救急連絡

先がない。緊急連絡先がないっていう方がいっぱいいます。そういった方達が入院す

るのにすごくハードルが高いんです。救急搬送を公立病院にお願いしたところ、救急

連絡先がないっていうだけで、搬送断られました。受け入れられないって言われまし

た。でも、そういった方がたくさんいらっしゃいます。そういった方が救急の搬送さ

れる時に、受け入れていただけるのは公的病院だと私は思います。新しく綺麗になっ

た時に、先端医療とかそういったものを、小児医療とかに力を入れていただくのはす

ごく大事なことだと思うんですけども、そういったところも公的病院で担っていただ

きたい。今回搬送されなかった方が、亡くなられることはなかったので良かったと思

いますけども、そういった救急連絡先がないだけで救急車からの救急搬送依頼が断ら

れる、受け入れられないって言われることがないように、公立病院をしていただきた

いと思います。

副企業長

身元が分からない、名前もが分からない、生活の基盤がない方とか、そういう方で

あっても日常的に救急車で受け入れていますので、どのような理由でお断りしたの

か、ちょっと調べてみないと分からないという思いです。新しい病院になったからと

いって、最先端の医療だけをする病院ではなく地域に根ざした病院を作っていきたい

と思っておりますので、そういうご意見はいつでもお寄せいただきたいと思います。

また、病院には医療連携室がありまして、経済的にお困りの方とか、身寄りのない方

を今後どういう施設に、例えば介護保険のことや、福祉機関に相談しながら、その方

の落ち着く先を見つけながら医療と同時並行していくシステムになっておりますの

で、どうぞご安心していただきたいと思います。
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開催場所 質問者 分類 質問事項 回答者 回答

広川 質問者４
病院運営

（経営）

ある病院関係の人と話をしたことがあったんですが、黒字化をするためには、特色を

出すこと、広く色んな診療科をそろえるのではなくて、ここの病院に行くとこれとこ

れは非常に特色があって、あそこでは、このような治療や手術ができる。そのような

特色ある病院にしていく。そうすることで地域の民間病院と共存出来るという意見を

聞いたんですけど、そういう黒字化についての秘策はあるのでしょうか。

企業長

秘策っていうのはですね、なかなか難しいところなんですが、しかし当院に関して

は、久留米大学の教育関連病院の中では、大学からは選ばれた病院ということになっ

ています。ただ黒字になる保証があるかって言われるとそれは分からないんですよ

ね。しかし、特色のある病院という意味では、脳外科と循環器の救急はこの辺では当

院しかないわけですから、それは1つの大きな特徴だと思います。他の病院では出来

ないことが出来ている。特色を出すというのは、個別的には考えなければいけないと

は思うんですけども、だからと言って不採算部門をやらないわけにはいかないと思い

ます。都会のように民間病院がたくさんあって、そこで競争が非常に激しいというと

ころでは、不採算部門を切る方向によりいかなければいけないという事情もあると思

います。

広川 質問者５
病院運営

（接遇）

お叱りの言葉の中で職員の態度が悪すぎるというのがありました。今年の春に家族が

急に苦しみだした。結局尿管結石でした。病院に着いて家族を車から降ろして、「な

ら受付ばしてこんね。私は車を停めてくるけん。」車を停めて受付に到着したら、家

族が受付のところで冷や汗をかいて、痛みに耐えながら立たされたまま問診票を書き

ようるわけです。夜間だからというのもあるかもしれないですけど、例えば事務の方

とかが気を利かして、思いやりのある対応みたいなのが、出来ないものなのかなと感

じました。

やはり接遇は大事なところなので、今日から明日からでも、真剣に取り組むっていう

のを始められても良いのではとは思っております。ぜひいい病院にしてもらいたいと

いう気持ちは十分持っておりますので、よろしくお願いいたします。

副企業長

貴重なご意見ありがとうございます。夜間具合が悪くて来られた患者さんに対してそ

のような対応をしてしまったことについて心からお詫び申し上げます。

当院には接遇委員会がございまして、患者さんから投書箱とか対面でいただいた、お

叱りを含んだご意見について、改善策などを他職種で検討し、それを幹部会議で共有

して、改善を図っていく仕組みを取り入れています。本日も夜間受付の接遇について

は話し合いを行いました。接遇改善に関しては、個人差もあり継続した教育が必要だ

と思っています。町民の皆様、市民の皆様に不愉快な思いををしていただくことのな

いよう、今後も接遇改善に取り組んでいきたいと思っています。

広川 質問者６

病院運営

（選定療養

費）

以前は私のかかりつけ病院は公立病院でした。何かあったら公立病院に行けばいい

と。尿管結石で3回か4回ほど入院させていただきました。その時の対応は非常に良く

て、このままずっと公立病院にお世話になろうと思ったところを、例の紹介状がない

と7,000円を支払う必要がある制度が出てきてから、紹介状がなくてはならないとい

うジレンマがあって、もう10年以上、1回も公立病院を受診していません。私の考え

としては、新しいところに聖マリアのような病院を建てて、そこに優秀な医師を派遣

していただいて、繁盛するような総合病院を作りたいという考えが1つ。

もう1つは、昔みたいに紹介状がなくてもみんなが受診出来る病院になれないかと。

そういった可能性はないものでしょうか。そしたら、移転せずとも、今の土地に

ちょっと必要なものをどんどん増築したり、建てていったり、そういった道も考えら

れないかということがあります。

副企業長

初診のときに紹介状がなかったら選定療養費7,000円を徴収するという制度は国が定

めたルールで、当院のような200床以上の地域医療支援病院などの外来に患者さんが

集中しないよう考えられた制度です。例えば当院に勤務する医師は、午前中は外来、

午後から手術や検査を中心に行うことが多く、外来が多くて、手術が出来ない、開始

時刻が遅れるといったことを回避するため、全国の病院の状況を踏まえ、国が制度を

作った経緯があります。

200床未満の病院は徴収しなくてもよいというルールがありますが、以前のような形

に戻ることは難しいと思います。なお、救急の場合は選定療養費は徴収しないことに

なっています。
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開催場所 質問者 分類 質問事項 回答者 回答

企業長

現在304床で計画していますが、確かにそんなにいるのかっていうことですね、受療

率、人口の問題もありますから、そこはもう一度よく考えなければいけない。もちろ

んフルスペックかどうかっていうこともですね。しかし、八女にもある程度の機能を

もって、久留米の負担を少しでも軽くできるような、急患をみていく機能を持った病

院になる必要は絶対あるんですけども、例えば乳がんの手術を八女でやるよりも、そ

れは久留米の病院に行く、若い人は今もそういうふうになっていますので、そこでわ

ざわざ頑張る必要はないと思います。

ですから、デパートみたいに全てのことが出来ますよっていう時代はもう終わってる

というのはおっしゃる通りだと思いますので、そういう方向で受療率の問題、人口問

題を考えてもう1回考え直すということが必要だと思います。

石竹副学長

医師の確保について現状も含めてお話をします。久留米大学は、今医師が609名いま

す。医療センターは50名ぐらいいますが、お聞きの通り医療センターはもう3年後に

は大学病院と統合ということで、大学病院も今大変な状況であるということです。令

和6年度の時点で、他の病院に医師としては常勤医師と非常勤がいますが、久留米大

学は今583名を常勤医として福岡県の病院を中心に出しております。非常勤は1,295名

です。大学病院としては本院も大事なんですが、地域の病院に医師を派遣するのが大

学の大きな使命ということです。

今後とも大学としては医師派遣をしますが、どこにも出来るかっていうと難しい。教

育研究とかそういう魅力ある病院のところを選んでいかざるを得ないところなので

す。大学病院医師はやっぱり最先端の医療をしたいとか、そういうこともありますの

で、そこで今、16の教育関連病院がありますが、その中で今、公立八女総合病院は

トップクラスの評価をしています。ただ、この新整備計画が認められて進むというの

が、大切なことと大学では考えています。このまま古い病院であれば、やはり医師が

行きたくないというようなことを言えば、そこは出せなくなってきますので、そうい

う面でも病院が新しくなっていくっていう方向性もあって初めて大学としても、可能

な範囲で医師を派遣したい。その中の優先順位が今の時点ではかなり高いということ

をご理解いただいたいと思っています。

八女 質問者１
再整備計画

（収支計画）

247億円の費用をどう捻出されるかいうことです。物価高等がありますので、これは

もっと膨らんで300億円以上にはなるというふうに考えています。広川町と八女市が

借金の肩代わりをしなければならない場合、議会の了解というか市民の了解が必要だ

と考えられますけれどもいかがでしょうか。

続いて償還計画の問題です。10億円以上の借金を毎年返しながら、黒字経営とかが見

込めるか。見通しをお願いしたいと思います。

私はですね、八女市内には柳病院もあれば姫野病院もあれば川﨑病院もあります。そ

れでそういう民間病院との住み分けを図って、規模をある程度縮小して、どうしても

必要なところは残して。現病院でも駐車場の敷地を立体化するとか色々工夫すべきと

思う。移転ありきで、はっきり言って自殺行為的な移転を計画されるよりも、今の病

院の範囲内で改善を図っていただきたいというふうに思います。

企業長

今の計画は、304床の病院を作るということになっていますけど、医療需要が受療率

が低下している、人口が減るというところです。どのくらいの規模にするかは、もの

すごく考え直さなければいけないというふうに率直に思っているところです。

他の病院と民間の病院と話をしなければいけない。それは全くその通りだと思いま

す。機能をそこでよく話し合って、分担するところは分担するということはぜひ必要

だと、そこはそういうふうに思っています。八女広川の民間病院の先生達と話しあ

い、色んな意味で協力していくっていうところは、非常に重要なことだというふうに

考えております。

広川 質問者７
再整備計画

（全般）

医師の派遣というのは非常に大きな問題だと思います。久留米大学が協力してくれる

というけども、今の計画の中の診療科の数、医師の数、それを保証してくれるのかと

いうことです。それと先ほどから広川と八女の負担になるという、色んな考え方ある

かもしれませんけども、人口が減っていく、受療率が下がっていく、当然落ちてい

く。それはよく分かるし、経済予測でですね、絶対当たるっていうのは、人口動態の

人口の予測なんです。だから今の予測というのも絶対当たるということだと思いま

す。その中で考えると、ちょっと本当に無理じゃないのかなと思うのは、例えば筑後

市。すぐそばに久留米市がある。他に行けばかなり病院がある。筑後市自体は公立病

院は赤字だったら必要がない。まわりに行けばという選択になるのが、非常に素直な

判断だと思います。だからそれをあてにする、そこをあてに入れてしまうと非常に計

画が狂う可能性がある。

それともう1個はフルスペックで作っていくということ自体が必要なのか、もう時代

遅れじゃなのかなという気がしています。また、立地にしても何か他の方法があるん

じゃないのかなという気がしています。
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開催場所 質問者 分類 質問事項 回答者 回答

八女 質問者２
再整備計画

（収支計画）

病院機能再整備基本計画の説明では、将来資金が49億貯まると説明がありましたが、

公立病院の経営強化プランの数字がそのまま前提になっています。ちょっと見ただけ

で誰も分かりません。そういう部分が親切でないというふうに思うんです。真の数字

を明らかにしていただいて、説明をお願いしたい。

事業費が大きく膨らんでいる。一部事務組合ですから八女市と広川町で持たなければ

なりません。筑後市立病院も含めたところで計画をされてあるのであるならば、筑後

市からも負担金を当然求めるべきだと思うんですけれども、そういう点は考えられて

ないんですか。

副企業長

経営強化プランでは、令和6年度から消化器内科等の診療体制の充実を徐々に図って

いく前提で収支計画を立てていましたが、実際は常勤医の配置は実現できず、加え

て、物価高騰などの影響もあり、結果的に計画との乖離が大きくなっていることが、

ご指摘の前提が違うというところにつながっているものと認識しています。

地域医療を維持するため、例えば心臓血管内科で心筋梗塞を診るため、あるいは脳血

管治療や脳外科の手術に対応するため、医師、看護師、臨床工学技士、検査技師な

ど、多くの職員を配置しなければならず、経営面では効率の悪い配置になっているこ

とも影響していると思っています。久留米大からの常勤医師の派遣が整うようになれ

ば、赤字は改善の方向に向かうと思っています。

八女 質問者３
再整備計画

（移転）

1つ市長にお願いをしたいのは、西地区のことを考えますと道路の整備が必要になっ

てくるんじゃないかなと思います。ヘリポートがあっても、常時ヘリポートが使える

わけでもないんで、その辺、出来れば市長として考えていただければありがたいとい

うふうに思っております。

八女市長

今ご指摘いただいた病院と併せて周辺のインフラ整備は非常に必要だというふうに私

も思っております。あの病院の位置は、先ほど再整備計画追補版の中で候補地につい

て説明ありましたが、まだもちろん決定ではありませんけれども、当然今後場所を最

終的に決定していくにあたってはインフラの状況、ヘリポートはありますけれども、

主流は救急車、また車で通院される方も多くいらっしゃると思いますので、車前提の

社会ですので、インフラ整備は当然行いたいというふうに思います。また公共交通も

あわせて必要だと思います。今から受診される方がより高齢化していくことを考える

と、公共交通のあり方でも、通いやすくすることが必要です。病院をより使いやすく

するため、それは結果的に病院の収益向上にも繋がると思いますので、そういった周

辺整備についても市が特に主体となってくるところだと思います。しっかり力入れて

やってまいりたいと思います。

八女 質問者４
再整備計画

（全般）

1つ気になったのは、救急にしても、公立病院が断ったり色んな形でここは無理です

よって判断になって、久留米の方に行ったりとかいうことがほとんどだろうと思いま

す。その上で、やはり1番問題だったのは、常勤医が段々と減ってきた。そういうこ

とが積み重なって、段々外来に行っても診てもらえない状況になった。

みどりの杜病院の近くに行くのは、山間地の人から見るとどうかなと思います。みど

りの杜と病院を1つ減らすのは、補助が出るからというだけなら早計かな。もう1回そ

の辺を考えていただきたいなと思います。今の病棟も使いながら、修理で補ってとい

うのも1つの方法かなって思っております。よろしくお願いいたします。

企業長

ご指摘の点を含めて、この計画は、病床数あるいは候補地、それから予算規模も含め

て、八女・筑後地域医療あり方検討委員会というところで、今からもう一度、筑後市

も含めてみんなで検討していただくことになっています。

今の施設で続けていくことについては、病院は普通の建物と違って機能があって、な

かなか難しい。やっぱり患者さんも綺麗なところに行きたいと思います。確かに東部

の方からすると、少し遠くなり不便になりますが、例えば救急車で来たとしても5分

以内の差、遠くなっても治療を開始するまでの時間が病院の機能が良くなれば短くな

ると思います。

そのような病院を目指しているということをご理解いただきたいと思います。今から

色んなご意見もあると思いますけども、あり方協議会で決めていきたいと思っており

ます。
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開催場所 質問者 分類 質問事項 回答者 回答

副企業長

今ご指摘あった看護師の質が悪いということに関しては、真摯に受け止め反省してお

ります。看護師をはじめとした職員教育は今後もしっかり行い、皆様のご期待に応え

れるようにしたいと思っております。

小児救急に関しては当院と筑後市立病院で交代で診ているのですが、特に夜間は内

科、外科など専門外の医師が当直しておりますので、特に小児のたばこ誤嚥などの重

篤な病気は、やはり小児の専門医がいる聖マリアを勧めることがあることをご理解い

ただきたいと思います。

土地に関しては、様々な見地から検討をして、財政支援が充実している企業債特別分

が活用できることを含んで、みどりの杜病院との統合という形が現在の計画になって

いるということをご理解いただきたいと思います。

八女市長

土地のところも含めて、何か大きな政治の力がということをご指摘いただきました

が、まず申し上げたいのは、決してこれは形式的なアリバイ作りのための懇談会では

なくて、まだ再整備計画は確定ではないということです。しかし、色んな社会情勢の

変化を踏まえて当然どこかで決断をしないといけないわけですが、まだこれからあり

方検討会の中でしっかり八女市も入ってこれから皆様の意見を聞きながら、この懇談

会で皆様の意見を踏まえながら、今後最終的な再整備計画のあり方を決めていくとい

うことで、もう実際に決まっているというものでは決してないということはしっかり

申し上げておきたいと思います。

こういった大きい政策は、全員が賛成、賛同してもらえる政策というのはおそらく難

しく、最後は政治決断が必要なんだと思います。ただその時に、無理にその政治的な

力を最初から行使するのではなくて、1人でも多くの方に納得いただけるよう丁寧な

説明と、丁寧な議論をしていく。それもまた政治の役割だというふうに思います。

最後この公立病院が本当に破綻してなくなる前に、公立病院を建て直すために、最後

決断するまでまだ時間は一定程度あるというふうに思いますので、しっかりそこは何

か皆さんに生じてしまっている色んな疑い、あと不信感そういったものを少しでも払

拭するために、丁寧に企業団や八女市も一緒に、また周辺自治体もあわせて、丁寧な

議論、皆様との議論、意見交換というものを積み重ねていきながら、最終的にはどこ

かで1人でも多くの方に納得いただける政治決断というものをしたいなというふうに

思っております。

八女 質問者５

病院運営

（救急体制）

再整備計画

（全般）

懇談会を開催していただいたんですけれども、もう既に全てが何もかもがもう決まっ

てるんじゃないかと思っております。

それと用地買収なんですが、私達市民の意見が完全に無視されて、大きな政治の力が

後ろで何か働いているんじゃないかなと思います。

子どもが誤嚥でたばこを飲み込んだ時も、小児科の先生がいないから聖マリアに行っ

てくださいって言われました。じゃあ公立病院は、救急病院じゃないんじゃないだろ

うと。助かる命も助からないんじゃないだろうかと。それともう1つ、うちの母が救

急で吐血で運ばれた際に、かかりつけの病院に行ってくださいって言われました。

じゃあ救急車で公立病院に来た意味は何かあるんですかと、私はそれを強く言いたい

んです。

それと看護師さんの質が悪すぎる。いい看護師さん達がどんどん辞めていかれる状

況、それはどう思うんですか。そんな状況で、この新築移転でそういうことを考える

状況なんでしょうか。まず内部体制をちゃんとやって、質を上げて、それから考えら

れるべきじゃないだろうかと私は思います。
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開催場所 質問者 分類 質問事項 回答者 回答

企業長

ここに来れない方がたくさんおられるのはその通りだと思います。ですから次に黒木

会場でYouTubeで配信します。色んな理由でここにこれなかった多くの方にもそれを

見ていただいて、少しでも多くの方に今の状況についてお伝えしていきたいと考えて

います。

八女市長

参考人招致ができるかどうか、この後すぐに担当の職員に確認をいたしますが、その

市議会で一部事務組合の内容について参考人招致をして議論が出来るのかというとこ

ろについては、おそらく地方自治法だというような法律の定めもあるかと思いますの

で、私はもう冒頭申し上げた通り、もうその法律から逸脱しない限りは、市議会の場

で公立病院について聞かれたことについては、もう最大限お答えすると。ここはしっ

かりお約束をしておる通りですし、もう来月から始まる議会においてはしっかり実際

にお答えするところを皆さんには傍聴やネット中継で見ていただければというふうに

思います。企業長に来ていただけるかという事については、改めてしっかり法律上は

地方自治法だったり、色んな法律上、制度上のたてつけをしっかり確認した上で、正

確な情報をお伝えさせていただければというふうに思います。

八女 質問者７
再整備計画

（全般）

八女市長より十分検討してさらにまたやっていきたいという発言があったが、この再

整備計画書の中に、令和9年度に新築をする、総務省に答申をすると書いてあるんで

すよ。総務省協議っていうのが。ですから先程の方がおっしゃったように、決まって

しまっているんじゃないか。形だけで推し進められてしまうんじゃないかと心配をし

ます。市長さんのおっしゃるのは、まだ今から協議をして、住民の皆さんと十分に協

議してやりますよと、ある一定の時期については決断をしますよと。しかし私が調べ

たところによると、そのような場合じゃなく、もう時期が迫っているんじゃないです

かと思っているところです。

八女市長

期限については、確かにこの病院事業債特別分40%を総務省が支援してくれるこの制

度は現時点では令和9年度末までに実施設計に取りかかることが条件ですけれども、

まず結論令和9年度という期限があるからといって、令和9年から逆算してもうここで

議論を打ち切らないと前に進めないというような形で、前に進めることはないという

ことをここで申し上げておきたいと思います。場合によっては、それまでに議論がま

とまらなければ、例えば病院事業債を使わないというのも1つの選択肢ですし、また

病院事業債特別分、今年令和9年度まで延長されましたけれども、この延長も私と氷

室町長と企業長に来てもらって、総務省に要望に行って延長をしてもらった。当然こ

の現状、今すぐには工事に取りかかれない設計に移れないといったことがあれば、そ

ういった事情をまた総務省に説明に行って、場合によって延長をお願いするというの

も1つの手段ですし、必ずしもこの令和9年度末までに実施設計に移らないと全てが出

来ないというわけではありませんので、1つの基準として、現状公立病院のこういっ

た厳しい状況を鑑みると、当然ズルズルといってはいけない。ただ、拙速にやっては

いけないというのは、そこはご指摘の通りだというふうに思いますので、令和9年と

いう1つの目標を置きつつも、それを盾に議論を無理やり前へ進めるということは決

してしない。そこは今関係者の中でも認識を共有しているところですので、そこの点

については改めてここで皆さんにもお伝えしたいというふうに思います。

八女 質問者６ その他

市民、町民の何％の方がこういう場に来られて情報が得られたのか、それ以外の方が

当然多いと思っております。今度の9月議会において、公立病院に対する質問をいた

します。参考人招致ということが可能なのか、そうしないと市長に聞いたとしてもこ

れは間接的になるんじゃないかと思います。それについて検討出来るのか、駄目なの

か、この場でおっしゃってください。お願いします。
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開催場所 質問者 分類 質問事項 回答者 回答

黒木 質問者１
再整備計画

（全般）

公立八女総合病院とみどりの杜病院を経営統合されるということを検討されたことが

ありますか。

副企業長

10年ほど前に久留米大学から公立2病院の統合による中核病院構想が提唱され、当院

は筑後市立病院と経営統合して新しい病院を建設することが最も望ましいと考えてい

ましたが、難しい問題もあり、途中から当院単独による建て替えプランになりまし

た。

みどりの杜病院との統合案が出たのは、コロナ後に、総務省が公立病院の再編統合を

行えば、企業債の4割を交付税措置で支援しますという制度が拡充され、あわせて、

病院経営面で非常に効率が良くなることのメリットが多くあることから、現在のプラ

ンとしてまとめた経過があります。

黒木 質問者２
再整備計画

（収支計画）

建設費にあてる企業債の40％に交付税措置があっても、その残りを返していかなけれ

ばなりませんので、そこらへんを危惧しております。漠然とあまりに額が多すぎて、

よく分からずちょっと危惧しております。

企業長

今の案は、2病院合計330床を304床に減らし、それにかかる費用として概算を計算し

ていますが、本当にそれでいいのかもう一度検討しなければいけないと思います。そ

れは建設費が高騰していることもありますが、それだけではなくて、人口だけではな

く受療率が下がっている。ですから民間の病院と話し合って、機能分化出来るところ

をやって、デパートみたいな病院を作るのではなくて、もう少しコンパクトな病院に

しなければならないっていうのは、まさにその通りだと思っています。そういう考え

方でもう一度この病院規模を考え直す必要はあるというふうに思っています。

黒木 質問者３
病院運営

（医師派遣）

久留米医大にあまりに頼りすぎていると思います。お医者さんに来てもらうのは、数

か月単位とかではなく、最低3年くらいは来てもらわないといけない。長く勤めても

らう方を見つけてもらわないと、お医者さんがこんなに代わる病院では信用はないで

すよ。私は売った方がいいと思います。

企業長

久留米大学だけではなくて、色んなところからお医者さんを雇うための努力をしなけ

ればいけないというのはまさにその通りだと思っています。

「久留米大学があるから大丈夫だ」みたいな話みたいに聞こえたかもしれませんけど

も、例えば他の病院にも出向いて話をしていますので、そういうところもご理解いた

だきたい。

黒木 質問者４

病院運営

（接遇）

再整備計画

（全般）

病院職員の態度が悪いという意見があったということですけれども、私は逆に、家族

がお世話になっておりますけれども、非常に良い対応をしていただいております。悪

いという意見の方が出しやすいんですよ。しかしやはり、そういう水面下で非常によ

く対応していただいておる。特に高齢者に対しては、よくしていただいておるという

ふうに自負しております。

今までの公立病院に問題があった点については、広報誌かけはしを読んでいただく

と、悪かった点も良かった点も全て網羅されております。私はぜひやっていただきた

い。しかもそれも早急にやっていただきたい。それから、福祉の充実の面からも、赤

字の部分については、八女市からでも補填してやるべきだと思っております。 八女市長

病院職員の態度については、自治体運営と病院経営に重なるところがあると思いま

す。病院と自治体に共通するところは、どうしても世間からの目が厳しく見られる。

100人いて99人が頑張っても、1人態度が横柄とか、そういう方がいらっしゃると全体

が厳しく見られてしまう。そこがある意味公的な組織における宿命というか、そこは

受け入れないといけないところです。これはもう再整備とか関係なく、今すぐに取り

かからないといけないところだと思いますので、そこはしっかり市と企業団と協力し

ながら、職員の皆さんの意識改革みたいなところもやっていきたいなあというふうに

思います。

再整備計画は、最後は政治の力が重要になってくるところだと思います。当然最後は

八女市としては市長が判断をしないといけないところでございますけれども、そこを

1人でも多くの方の意見を聞いて、1人でも多くの方に納得いただけるプロセスを踏む

ということが非常に大事だと思います。

企業団と八女市そして当然構成自治体である広川町や今後医療的な連携を考えないと

いけない筑後市、また医師会、久留米大学、多様な関係者としっかり連携をとって、

皆様から少しでも多く支持をいただけるような、信頼が回復するような取り組みを市

としてもしっかり取り組んでいきたいというふうに思います。
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